
 

東亞合成グループ研究年報 11--44 TREND 2025 第 29 号 

 

 

 
 

 
 

７７  結結言言  

 
 今後の UVハードコートの市場の年成長率は数%と、緩や
かに推移すると見込まれている 1）。しかしながら現在上市さ

れている製品のほとんどは有機溶剤で希釈されているため、

無溶剤 UVハードコートへの潜在的なニーズは非常に大き
いと考えられる。 
 本稿記載の通り、当社は独自のモノマーを使用すること

で、高い密着性を始めとした高付加価値を持つ無溶剤 UV
ハードコートの開発に成功した（表表７７）。高い硬化性を有す

る「アロニックス UVX-6524」をはじめ、市場や用途に応
じた改良品を多数保有しており、顧客からは密着性や鉛筆硬

度、耐擦傷性で高い評価を得ている。今後も従来の溶剤型製

品の代替だけに留まらず、新たな市場の開拓をも目指し、よ

り高性能な無溶剤 UVハードコートの開発を進める。 
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図図３３  アアンンカカーー効効果果にによよるる密密着着性性向向上上のの概概念念図図  
  

表表６６  UUVVXX--66552244おおよよびびそそのの増増粘粘ササンンププルルのの  
各各基基材材へへのの密密着着性性  

  

塗塗工工条条件件：：ババーーココーータターー塗塗工工（（DDrryy膜膜厚厚 1100  μμmm））  

硬硬化化条条件件：：ララミミネネーートトししてて LLEEDD（（336655  μμmm））照照射射  

積積算算光光量量 11000000  mmJJ//ccmm22、、照照度度 225500  mmWW//ccmm22  

PPCC板板：：三三菱菱ガガスス化化学学製製「「ユユーーピピロロンン NNFF  22000000」」（（22  mmmm厚厚））  

アアルルミミ板板：：00..11  mmmm厚厚    

PPEETTフフィィルルムム：：東東レレ製製「「ルルミミララーー5500TT6600」」（（5500  μμmm厚厚））  

碁碁盤盤目目試試験験：：カカッッタターーナナイイフフでで 11  mmmm幅幅のの正正方方形形ののママススがが縦縦横横

にに 1100××1100ママスス出出来来るるよようう塗塗膜膜にに傷傷をを付付けけ、、傷傷のの上上かかららテテーーププ

をを貼貼りり剥剥離離ささせせたた後後、、基基材材かからら剥剥離離せせずずにに残残っったた塗塗膜膜ののママスス数数

をを記記録録  

表表７７  無無溶溶剤剤ハハーードドココーートト  製製品品一一覧覧  
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１１  ははじじめめにに  
近年、生活空間での快適性や衛生意識の高まりに伴い、消

臭加工を施した製品が普及している。繊維や樹脂、紙製品な

どに消臭機能を付与する技術が進み、壁紙やカーテンなどの

住宅内装、衣料品や寝具、マスク、介護用品、自動車内装な

ど幅広く展開されている。これらは生活臭や体臭を低減する

だけでなく、衛生環境や心理的快適さの確保にも貢献してい

る。一方、消臭加工製品は素材や加工法によって性能に差が

あり、効果や安全性を消費者が判断しにくいという課題があ

る。そのため日本では第三者機関による認証マーク制度が整

備され、繊維業界では一般社団法人繊維評価技術協議会

（SEK）が制定している SEKマーク 1)が代表的である。SEK
マークはアンモニアや酢酸、アルデヒドなどの生活臭成分を

対象に試験し、一定の性能を満たした繊維製品に付与される。 
また近年、新たな消臭ニーズとしてリサイクル樹脂の臭気

低減があげられる。リサイクル樹脂は、使用済みのプラスチ

ック製品や廃プラスチックを回収・再加工して再利用可能に

した樹脂のことであるが、リサイクル樹脂は製造・使用の際

に不純物由来の臭気が発生することが問題視されている。リ

サイクル源が多種多様であるために発生する臭気もさまざま

な種類のガスが混ざった複合臭であり、従来の特定の臭気成

分にのみ効果を示すような吸着剤では対応しきれないケース

がある。さらに、欧州の自動車業界では今後、新車生産時に

リサイクル樹脂の一部使用が義務付けられる 2)ことから、日

本でもリサイクル樹脂の導入が進みつつある。加えて、金属・

ガラス・ゴムなどもリサイクル材料として活用する動きが広

がっており、いずれも材料由来の複合臭の発生が課題となっ

ている。このような背景から、今後は複合臭に対して高い吸

着性能を示す多臭気吸着剤の需要が増大すると予測される。 
 

  ２２  既既存存消消臭臭剤剤  
これまでに実用化されている代表的な消臭剤としては活

性炭やゼオライトが挙げられる。活性炭は比表面積が大きく、

多様な臭気を吸着できることから、汎用的な消臭剤として広

く利用されてきた。しかし、物理吸着型の消臭剤であるため、

環境条件の変化によって一度捕捉したガス分子を再放出する

傾向があり、持続的な消臭性能を維持することが困難である。

さらに、活性炭は黒色粉体であるため、外観が重視される製

品に応用する際には意匠性を損なうという制約も存在する。

また、ゼオライトは多孔質で規則的な細孔構造を有し、極性

ガスに対して優れた消臭性能を示す。しかし、ゼオライトは

親水性の強い材料であるため、高湿度環境下では水分子が優

先的に細孔を占有し、消臭効果が著しく低下することが知ら

れている。  
 一方、塩基性ガスや硫黄系ガス、酸性ガスなどの特定の臭

気と化学反応することで高い消臭効果を示す化学吸着型の消

臭剤がある。化学吸着型は特定の臭気ガスに対しては極めて

高い消臭効果を示すが、１つの消臭剤で複数種類のガスを吸

着することは難しく、複数の臭気の混合から成る複合臭に対

しては、複数グレードを組み合わせなければならない課題が

ある。そこで当社では、従来材料の弱点を補い、より幅広い

臭気ガス成分に対して安定した性能を示す新規多臭気ガス吸

着剤「ケスモン NS-60」を開発したので紹介する。 

３３  新新規規多多臭臭気気ガガスス吸吸着着剤剤「「ケケススモモンン NNSS--6600」」  
「ケスモン NS-60」はMOF（Metal Organic Frameworks、

金属有機構造体）から成る新規多臭気ガス吸着剤である。

MOF は金属と有機配位子から成る規則的な結晶構造と高い
比表面積を持ち、近年注目されている多孔性材料である（図図

１１）3)。金属種や有機配位子の組み合わせを変えることで細孔

径や表面特性を制御できるため、用途に応じた設計が可能で

あり、その高い自由度が大きな魅力となっている。現在、MOF
は吸着や分離、触媒反応など幅広い分野で応用が検討されて

おり、機能性材料として大きな可能性を有している。 
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図図１１  MMOOFF ののイイメメーージジ図図  
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７７  結結言言  

 
 今後の UVハードコートの市場の年成長率は数%と、緩や
かに推移すると見込まれている 1）。しかしながら現在上市さ

れている製品のほとんどは有機溶剤で希釈されているため、

無溶剤 UVハードコートへの潜在的なニーズは非常に大き
いと考えられる。 
 本稿記載の通り、当社は独自のモノマーを使用すること

で、高い密着性を始めとした高付加価値を持つ無溶剤 UV
ハードコートの開発に成功した（表表７７）。高い硬化性を有す

る「アロニックス UVX-6524」をはじめ、市場や用途に応
じた改良品を多数保有しており、顧客からは密着性や鉛筆硬

度、耐擦傷性で高い評価を得ている。今後も従来の溶剤型製

品の代替だけに留まらず、新たな市場の開拓をも目指し、よ

り高性能な無溶剤 UVハードコートの開発を進める。 
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図図３３  アアンンカカーー効効果果にによよるる密密着着性性向向上上のの概概念念図図  
  

表表６６  UUVVXX--66552244おおよよびびそそのの増増粘粘ササンンププルルのの  
各各基基材材へへのの密密着着性性  

  

塗塗工工条条件件：：ババーーココーータターー塗塗工工（（DDrryy膜膜厚厚 1100  μμmm））  

硬硬化化条条件件：：ララミミネネーートトししてて LLEEDD（（336655  μμmm））照照射射  

積積算算光光量量 11000000  mmJJ//ccmm22、、照照度度 225500  mmWW//ccmm22  

PPCC板板：：三三菱菱ガガスス化化学学製製「「ユユーーピピロロンン NNFF  22000000」」（（22  mmmm厚厚））  

アアルルミミ板板：：00..11  mmmm厚厚    

PPEETTフフィィルルムム：：東東レレ製製「「ルルミミララーー5500TT6600」」（（5500  μμmm厚厚））  

碁碁盤盤目目試試験験：：カカッッタターーナナイイフフでで 11  mmmm幅幅のの正正方方形形ののママススがが縦縦横横

にに 1100××1100ママスス出出来来るるよようう塗塗膜膜にに傷傷をを付付けけ、、傷傷のの上上かかららテテーーププ

をを貼貼りり剥剥離離ささせせたた後後、、基基材材かからら剥剥離離せせずずにに残残っったた塗塗膜膜ののママスス数数

をを記記録録  

表表７７  無無溶溶剤剤ハハーードドココーートト  製製品品一一覧覧  
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１１  ははじじめめにに  
近年、生活空間での快適性や衛生意識の高まりに伴い、消

臭加工を施した製品が普及している。繊維や樹脂、紙製品な

どに消臭機能を付与する技術が進み、壁紙やカーテンなどの

住宅内装、衣料品や寝具、マスク、介護用品、自動車内装な

ど幅広く展開されている。これらは生活臭や体臭を低減する

だけでなく、衛生環境や心理的快適さの確保にも貢献してい

る。一方、消臭加工製品は素材や加工法によって性能に差が

あり、効果や安全性を消費者が判断しにくいという課題があ

る。そのため日本では第三者機関による認証マーク制度が整

備され、繊維業界では一般社団法人繊維評価技術協議会

（SEK）が制定している SEKマーク 1)が代表的である。SEK
マークはアンモニアや酢酸、アルデヒドなどの生活臭成分を

対象に試験し、一定の性能を満たした繊維製品に付与される。 
また近年、新たな消臭ニーズとしてリサイクル樹脂の臭気

低減があげられる。リサイクル樹脂は、使用済みのプラスチ

ック製品や廃プラスチックを回収・再加工して再利用可能に

した樹脂のことであるが、リサイクル樹脂は製造・使用の際

に不純物由来の臭気が発生することが問題視されている。リ

サイクル源が多種多様であるために発生する臭気もさまざま

な種類のガスが混ざった複合臭であり、従来の特定の臭気成

分にのみ効果を示すような吸着剤では対応しきれないケース

がある。さらに、欧州の自動車業界では今後、新車生産時に

リサイクル樹脂の一部使用が義務付けられる 2)ことから、日

本でもリサイクル樹脂の導入が進みつつある。加えて、金属・

ガラス・ゴムなどもリサイクル材料として活用する動きが広

がっており、いずれも材料由来の複合臭の発生が課題となっ

ている。このような背景から、今後は複合臭に対して高い吸

着性能を示す多臭気吸着剤の需要が増大すると予測される。 
 

  ２２  既既存存消消臭臭剤剤  
これまでに実用化されている代表的な消臭剤としては活

性炭やゼオライトが挙げられる。活性炭は比表面積が大きく、

多様な臭気を吸着できることから、汎用的な消臭剤として広

く利用されてきた。しかし、物理吸着型の消臭剤であるため、

環境条件の変化によって一度捕捉したガス分子を再放出する

傾向があり、持続的な消臭性能を維持することが困難である。

さらに、活性炭は黒色粉体であるため、外観が重視される製

品に応用する際には意匠性を損なうという制約も存在する。

また、ゼオライトは多孔質で規則的な細孔構造を有し、極性

ガスに対して優れた消臭性能を示す。しかし、ゼオライトは

親水性の強い材料であるため、高湿度環境下では水分子が優

先的に細孔を占有し、消臭効果が著しく低下することが知ら

れている。  
 一方、塩基性ガスや硫黄系ガス、酸性ガスなどの特定の臭

気と化学反応することで高い消臭効果を示す化学吸着型の消

臭剤がある。化学吸着型は特定の臭気ガスに対しては極めて

高い消臭効果を示すが、１つの消臭剤で複数種類のガスを吸

着することは難しく、複数の臭気の混合から成る複合臭に対

しては、複数グレードを組み合わせなければならない課題が

ある。そこで当社では、従来材料の弱点を補い、より幅広い

臭気ガス成分に対して安定した性能を示す新規多臭気ガス吸

着剤「ケスモン NS-60」を開発したので紹介する。 

３３  新新規規多多臭臭気気ガガスス吸吸着着剤剤「「ケケススモモンン NNSS--6600」」  
「ケスモン NS-60」はMOF（Metal Organic Frameworks、

金属有機構造体）から成る新規多臭気ガス吸着剤である。

MOF は金属と有機配位子から成る規則的な結晶構造と高い
比表面積を持ち、近年注目されている多孔性材料である（図図

１１）3)。金属種や有機配位子の組み合わせを変えることで細孔

径や表面特性を制御できるため、用途に応じた設計が可能で

あり、その高い自由度が大きな魅力となっている。現在、MOF
は吸着や分離、触媒反応など幅広い分野で応用が検討されて

おり、機能性材料として大きな可能性を有している。 
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図図１１  MMOOFF ののイイメメーージジ図図  
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「ケスモン NS-60」の消臭メカニズムは、主に物理吸着と一
部の化学吸着の二つの要因に基づく。物理吸着により「ケス

モン NS-60」の細孔内に多様な臭気成分を取り込み、高い消
臭効果を示す。さらに、アンモニア、酢酸、イソ吉草酸など

一部の臭気成分に対しては、化学的相互作用によっても吸着

が進行するため、活性炭などの物理吸着型消臭剤と比較して

再放出が起こりにくい。加えて、「ケスモン NS-60」は優れ
た耐水性及び耐熱性を有しており、湿度や温度変化の大きい

環境下においても安定した消臭性能を発揮する。 
 
３３．．１１  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの特特徴徴  
「ケスモン NS-60」は白色粉末のため、色調外観を損な

うことなく繊維などへの後加工や樹脂への成形加工ができる

（図図２２）。「ケスモン NS-60」の各物性を表表１１に示す。安定
した結晶構造であるため 350℃の耐熱性を持ち、ポリプロピ
レン、ポリエステルなど汎用樹脂に対して練り込み加工する

ことができる。 

 

 
  
３３．．２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの消消臭臭性性能能  
「ケスモン NS-60」は、さまざまな種類の臭気成分に対し
て消臭性能を示す。まずは「ケスモン NS-60」の粉体を用い
てアンモニア、酢酸、アセトアルデヒドなど、消臭ニーズの

高い８種類のガスに対する消臭性能を評価した。試験は、粉

体を試験用袋に封入し、所定濃度に調整したガスを注入して

密閉した後、室温で静置し、一定時間ごとにガス検知管で袋

内の残存ガス濃度を測定して経時変化を評価することで実施

した。結果を図図３３に示す。短時間で残存ガス濃度が低いほど、

消臭スピードが速く、消臭容量が大きい消臭剤であることを

示し、「ケスモン NS-60」は、各種ガスに対して活性炭以上の
消臭性能を示していることが分かる。 

また、人がにおいをかいで評価する官能評価法によっても

消臭性能を評価した。シックハウス症候群の原因物質であり

VOC（揮発性有機化合物）4)の１つであるテトラデカンと、

加齢臭の主成分である 2-ノネナールに対して評価した。試験
は、粉体を入れた三角フラスコにテトラデカン又はノネナー

ルの溶液を注入し、密閉した状態で２時間静置することで、

フラスコ内に各化合物のガスを揮発させた。静置後、６名の

評価者が三角フラスコ内の気相部分を嗅覚により評価し、６

段階臭気強度表示法（表表２２）に基づき判定した結果を図図４４に示

す。「ケスモン NS-60」は臭気強度３のテトラデカンと臭気
強度 3.5 のノネナールを臭気強度１未満まで低減させており、
VOC や加齢臭に対しても高い消臭効果を発揮することを示
した。 

表表１１  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」のの代代表表物物性性  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」  

                          
   
    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図３３  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの各各種種ガガススににおおけけるる消消臭臭性性能能  

  表表２２    ６６段段階階臭臭気気強強度度表表示示法法  
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これらの結果から、「ケスモン NS-60」は、多臭気ガスに対す
る吸着剤としての特性を有しており、室内空間や生活用品へ

の幅広い応用可能性を示した。 

３３．．３３  加加工工品品のの消消臭臭性性能能 
３３．．３３．．１１  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」後後加加工工不不織織布布のの消消臭臭性性能能 

「ケスモン NS-60」の後加工品の消臭性能を評価するた
め、「ケスモン NS-60」後加工不織布を作製し、その消臭性能
を評価した。まず、「ケスモン NS-60」を水に分散させ、バイ
ンダーを加えて均一な塗工液を調製した。得られた塗工液を

基材となる PET 不織布に均一に塗布し、十分に乾燥させる
ことで、「ケスモン NS-60」が１g/m2又は２g/m2の展着量で

不織布上に展着加工された後加工不織布を作製した。作製し

た不織布に対して、SEKの消臭加工マークの認証基準 1)に準

拠して消臭性能を評価した。「ケスモン NS-60」後加工不織布
を 10×10 cmの試験片に裁断し試験袋に入れて密閉し、規定
濃度に調製した酢酸ガス又はアンモニアガスを３L 注入した。
25 ℃において２時間静置後、試験袋内の残存ガス濃度を検
知管により測定した。空試験として同様の条件で不織布を入

れない試験袋を準備し、残存ガス濃度を測定した。得られた

濃度の数値から、式式１１により臭気減少率（％）を算出した。 

臭気減少率（％）＝（Sb－Sm）/ Sb × 100・・（式式１１） 
Sb：空試験の残存ガス濃度  
Sm：試験片を入れた試験袋の残存ガス濃度 

「ケスモン NS-60」は、不織布に後加工した状態でも酢酸ガ
ス及びアンモニアガスに対して高い消臭効果を発揮すること

が分かった(図図５５)。SEKの消臭加工マークを取得できる認証
基準 1)は臭気減少率 70%以上であるが、「ケスモン NS-60」
後加工不織布は展着量が増えるごとに臭気減少率が高くなっ

ており、いずれの加工不織布も酢酸ガス及びアンモニアガス

において SEKマークの認証基準を満たした。 

３３．．３３．．２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの消消臭臭性性能能  
樹脂練り込み体として「ケスモン NS-60」練り込み繊維の

消臭性能を評価した。樹脂には消臭加工繊維製品に広く使わ

れている PET樹脂を選定した。「ケスモン NS-60」粉末は繊
維径 10 数μm の繊維に練り込めるよう平均粒径 4μm 程度
に粉砕して使用した。まず PET 樹脂ペレットと「ケスモン
NS-60」粉末を混合し、２軸押出機に入れ、樹脂を溶融させ、
スクリューで混練しながら押出成形することで、「ケスモン

NS-60」配合マスターバッチを作製した。さらに、得られた
マスターバッチを用いて「ケスモン NS-60」の配合濃度が２
wt%になるように、加熱溶融紡糸装置を用いて「ケスモンNS-
60」練り込み PET 繊維（糸及びわた）を作製した（図図６６）。 

 
作製した「ケスモン NS-60」練り込み繊維の表面の SEM（走
査型電子顕微鏡）画像を図図７７に示す。SEM画像から、PET繊
維表面に「ケスモン NS-60」が存在していることが分かる。 

 

「ケスモン NS-60」練り込み繊維について、SEKの消臭加工
マーク認証基準 1)に準拠して消臭性能を評価した。試験袋に

     
図図７７  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」練練りり込込みみ繊繊維維 SSEEMM 画画像像  

     
図図６６  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」加加工工糸糸及及びびわわたた  

                            
  
  
  
  
  
  
  

図図４４  ノノネネナナーールル及及びびテテトトララデデカカンンへへのの消消臭臭性性能能  

  
図図５５  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」後後加加工工不不織織布布のの消消臭臭性性能能  
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「ケスモン NS-60」の消臭メカニズムは、主に物理吸着と一
部の化学吸着の二つの要因に基づく。物理吸着により「ケス

モン NS-60」の細孔内に多様な臭気成分を取り込み、高い消
臭効果を示す。さらに、アンモニア、酢酸、イソ吉草酸など

一部の臭気成分に対しては、化学的相互作用によっても吸着

が進行するため、活性炭などの物理吸着型消臭剤と比較して

再放出が起こりにくい。加えて、「ケスモン NS-60」は優れ
た耐水性及び耐熱性を有しており、湿度や温度変化の大きい

環境下においても安定した消臭性能を発揮する。 
 
３３．．１１  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの特特徴徴  
「ケスモン NS-60」は白色粉末のため、色調外観を損な

うことなく繊維などへの後加工や樹脂への成形加工ができる

（図図２２）。「ケスモン NS-60」の各物性を表表１１に示す。安定
した結晶構造であるため 350℃の耐熱性を持ち、ポリプロピ
レン、ポリエステルなど汎用樹脂に対して練り込み加工する

ことができる。 

 

 
  
３３．．２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの消消臭臭性性能能  
「ケスモン NS-60」は、さまざまな種類の臭気成分に対し
て消臭性能を示す。まずは「ケスモン NS-60」の粉体を用い
てアンモニア、酢酸、アセトアルデヒドなど、消臭ニーズの

高い８種類のガスに対する消臭性能を評価した。試験は、粉

体を試験用袋に封入し、所定濃度に調整したガスを注入して

密閉した後、室温で静置し、一定時間ごとにガス検知管で袋

内の残存ガス濃度を測定して経時変化を評価することで実施

した。結果を図図３３に示す。短時間で残存ガス濃度が低いほど、

消臭スピードが速く、消臭容量が大きい消臭剤であることを

示し、「ケスモン NS-60」は、各種ガスに対して活性炭以上の
消臭性能を示していることが分かる。 

また、人がにおいをかいで評価する官能評価法によっても

消臭性能を評価した。シックハウス症候群の原因物質であり

VOC（揮発性有機化合物）4)の１つであるテトラデカンと、

加齢臭の主成分である 2-ノネナールに対して評価した。試験
は、粉体を入れた三角フラスコにテトラデカン又はノネナー

ルの溶液を注入し、密閉した状態で２時間静置することで、

フラスコ内に各化合物のガスを揮発させた。静置後、６名の

評価者が三角フラスコ内の気相部分を嗅覚により評価し、６

段階臭気強度表示法（表表２２）に基づき判定した結果を図図４４に示

す。「ケスモン NS-60」は臭気強度３のテトラデカンと臭気
強度 3.5 のノネナールを臭気強度１未満まで低減させており、
VOC や加齢臭に対しても高い消臭効果を発揮することを示
した。 

表表１１  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」のの代代表表物物性性  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」  

                          
   
    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図３３  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの各各種種ガガススににおおけけるる消消臭臭性性能能  

  表表２２    ６６段段階階臭臭気気強強度度表表示示法法  
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これらの結果から、「ケスモン NS-60」は、多臭気ガスに対す
る吸着剤としての特性を有しており、室内空間や生活用品へ

の幅広い応用可能性を示した。 

３３．．３３  加加工工品品のの消消臭臭性性能能 
３３．．３３．．１１  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」後後加加工工不不織織布布のの消消臭臭性性能能 

「ケスモン NS-60」の後加工品の消臭性能を評価するた
め、「ケスモン NS-60」後加工不織布を作製し、その消臭性能
を評価した。まず、「ケスモン NS-60」を水に分散させ、バイ
ンダーを加えて均一な塗工液を調製した。得られた塗工液を

基材となる PET 不織布に均一に塗布し、十分に乾燥させる
ことで、「ケスモン NS-60」が１g/m2又は２g/m2の展着量で

不織布上に展着加工された後加工不織布を作製した。作製し

た不織布に対して、SEKの消臭加工マークの認証基準 1)に準

拠して消臭性能を評価した。「ケスモン NS-60」後加工不織布
を 10×10 cmの試験片に裁断し試験袋に入れて密閉し、規定
濃度に調製した酢酸ガス又はアンモニアガスを３L 注入した。
25 ℃において２時間静置後、試験袋内の残存ガス濃度を検
知管により測定した。空試験として同様の条件で不織布を入

れない試験袋を準備し、残存ガス濃度を測定した。得られた

濃度の数値から、式式１１により臭気減少率（％）を算出した。 

臭気減少率（％）＝（Sb－Sm）/ Sb × 100・・（式式１１） 
Sb：空試験の残存ガス濃度  
Sm：試験片を入れた試験袋の残存ガス濃度 

「ケスモン NS-60」は、不織布に後加工した状態でも酢酸ガ
ス及びアンモニアガスに対して高い消臭効果を発揮すること

が分かった(図図５５)。SEKの消臭加工マークを取得できる認証
基準 1)は臭気減少率 70%以上であるが、「ケスモン NS-60」
後加工不織布は展着量が増えるごとに臭気減少率が高くなっ

ており、いずれの加工不織布も酢酸ガス及びアンモニアガス

において SEKマークの認証基準を満たした。 

３３．．３３．．２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの消消臭臭性性能能  
樹脂練り込み体として「ケスモン NS-60」練り込み繊維の

消臭性能を評価した。樹脂には消臭加工繊維製品に広く使わ

れている PET樹脂を選定した。「ケスモン NS-60」粉末は繊
維径 10 数μm の繊維に練り込めるよう平均粒径 4μm 程度
に粉砕して使用した。まず PET 樹脂ペレットと「ケスモン
NS-60」粉末を混合し、２軸押出機に入れ、樹脂を溶融させ、
スクリューで混練しながら押出成形することで、「ケスモン

NS-60」配合マスターバッチを作製した。さらに、得られた
マスターバッチを用いて「ケスモン NS-60」の配合濃度が２
wt%になるように、加熱溶融紡糸装置を用いて「ケスモンNS-
60」練り込み PET 繊維（糸及びわた）を作製した（図図６６）。 

 
作製した「ケスモン NS-60」練り込み繊維の表面の SEM（走
査型電子顕微鏡）画像を図図７７に示す。SEM画像から、PET繊
維表面に「ケスモン NS-60」が存在していることが分かる。 

 

「ケスモン NS-60」練り込み繊維について、SEKの消臭加工
マーク認証基準 1)に準拠して消臭性能を評価した。試験袋に

     
図図７７  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」練練りり込込みみ繊繊維維 SSEEMM 画画像像  

     
図図６６  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」加加工工糸糸及及びびわわたた  

                            
  
  
  
  
  
  
  

図図４４  ノノネネナナーールル及及びびテテトトララデデカカンンへへのの消消臭臭性性能能  

  
図図５５  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」後後加加工工不不織織布布のの消消臭臭性性能能  
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「ケスモン NS-60」の消臭メカニズムは、主に物理吸着と一
部の化学吸着の二つの要因に基づく。物理吸着により「ケス

モン NS-60」の細孔内に多様な臭気成分を取り込み、高い消
臭効果を示す。さらに、アンモニア、酢酸、イソ吉草酸など

一部の臭気成分に対しては、化学的相互作用によっても吸着

が進行するため、活性炭などの物理吸着型消臭剤と比較して

再放出が起こりにくい。加えて、「ケスモン NS-60」は優れ
た耐水性及び耐熱性を有しており、湿度や温度変化の大きい

環境下においても安定した消臭性能を発揮する。 
 
３３．．１１  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの特特徴徴  
「ケスモン NS-60」は白色粉末のため、色調外観を損な

うことなく繊維などへの後加工や樹脂への成形加工ができる

（図図２２）。「ケスモン NS-60」の各物性を表表１１に示す。安定
した結晶構造であるため 350℃の耐熱性を持ち、ポリプロピ
レン、ポリエステルなど汎用樹脂に対して練り込み加工する

ことができる。 

 

 
  
３３．．２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの消消臭臭性性能能  
「ケスモン NS-60」は、さまざまな種類の臭気成分に対し
て消臭性能を示す。まずは「ケスモン NS-60」の粉体を用い
てアンモニア、酢酸、アセトアルデヒドなど、消臭ニーズの

高い８種類のガスに対する消臭性能を評価した。試験は、粉

体を試験用袋に封入し、所定濃度に調整したガスを注入して

密閉した後、室温で静置し、一定時間ごとにガス検知管で袋

内の残存ガス濃度を測定して経時変化を評価することで実施

した。結果を図図３３に示す。短時間で残存ガス濃度が低いほど、

消臭スピードが速く、消臭容量が大きい消臭剤であることを

示し、「ケスモン NS-60」は、各種ガスに対して活性炭以上の
消臭性能を示していることが分かる。 

また、人がにおいをかいで評価する官能評価法によっても

消臭性能を評価した。シックハウス症候群の原因物質であり

VOC（揮発性有機化合物）4)の１つであるテトラデカンと、

加齢臭の主成分である 2-ノネナールに対して評価した。試験
は、粉体を入れた三角フラスコにテトラデカン又はノネナー

ルの溶液を注入し、密閉した状態で２時間静置することで、

フラスコ内に各化合物のガスを揮発させた。静置後、６名の

評価者が三角フラスコ内の気相部分を嗅覚により評価し、６

段階臭気強度表示法（表表２２）に基づき判定した結果を図図４４に示

す。「ケスモン NS-60」は臭気強度３のテトラデカンと臭気
強度 3.5 のノネナールを臭気強度１未満まで低減させており、
VOC や加齢臭に対しても高い消臭効果を発揮することを示
した。 

表表１１  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」のの代代表表物物性性  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」  

                          
   
    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図３３  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの各各種種ガガススににおおけけるる消消臭臭性性能能  

  表表２２    ６６段段階階臭臭気気強強度度表表示示法法  
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これらの結果から、「ケスモン NS-60」は、多臭気ガスに対す
る吸着剤としての特性を有しており、室内空間や生活用品へ

の幅広い応用可能性を示した。 

３３．．３３  加加工工品品のの消消臭臭性性能能 
３３．．３３．．１１  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」後後加加工工不不織織布布のの消消臭臭性性能能 

「ケスモン NS-60」の後加工品の消臭性能を評価するた
め、「ケスモン NS-60」後加工不織布を作製し、その消臭性能
を評価した。まず、「ケスモン NS-60」を水に分散させ、バイ
ンダーを加えて均一な塗工液を調製した。得られた塗工液を

基材となる PET 不織布に均一に塗布し、十分に乾燥させる
ことで、「ケスモン NS-60」が１g/m2又は２g/m2の展着量で

不織布上に展着加工された後加工不織布を作製した。作製し

た不織布に対して、SEKの消臭加工マークの認証基準 1)に準

拠して消臭性能を評価した。「ケスモン NS-60」後加工不織布
を 10×10 cmの試験片に裁断し試験袋に入れて密閉し、規定
濃度に調製した酢酸ガス又はアンモニアガスを３L 注入した。
25 ℃において２時間静置後、試験袋内の残存ガス濃度を検
知管により測定した。空試験として同様の条件で不織布を入

れない試験袋を準備し、残存ガス濃度を測定した。得られた

濃度の数値から、式式１１により臭気減少率（％）を算出した。 

臭気減少率（％）＝（Sb－Sm）/ Sb × 100・・（式式１１） 
Sb：空試験の残存ガス濃度  
Sm：試験片を入れた試験袋の残存ガス濃度 

「ケスモン NS-60」は、不織布に後加工した状態でも酢酸ガ
ス及びアンモニアガスに対して高い消臭効果を発揮すること

が分かった(図図５５)。SEKの消臭加工マークを取得できる認証
基準 1)は臭気減少率 70%以上であるが、「ケスモン NS-60」
後加工不織布は展着量が増えるごとに臭気減少率が高くなっ

ており、いずれの加工不織布も酢酸ガス及びアンモニアガス

において SEKマークの認証基準を満たした。 

３３．．３３．．２２  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの消消臭臭性性能能  
樹脂練り込み体として「ケスモン NS-60」練り込み繊維の

消臭性能を評価した。樹脂には消臭加工繊維製品に広く使わ

れている PET樹脂を選定した。「ケスモン NS-60」粉末は繊
維径 10 数μm の繊維に練り込めるよう平均粒径 4μm 程度
に粉砕して使用した。まず PET 樹脂ペレットと「ケスモン
NS-60」粉末を混合し、２軸押出機に入れ、樹脂を溶融させ、
スクリューで混練しながら押出成形することで、「ケスモン

NS-60」配合マスターバッチを作製した。さらに、得られた
マスターバッチを用いて「ケスモン NS-60」の配合濃度が２
wt%になるように、加熱溶融紡糸装置を用いて「ケスモンNS-
60」練り込み PET 繊維（糸及びわた）を作製した（図図６６）。 

 
作製した「ケスモン NS-60」練り込み繊維の表面の SEM（走
査型電子顕微鏡）画像を図図７７に示す。SEM画像から、PET繊
維表面に「ケスモン NS-60」が存在していることが分かる。 

 

「ケスモン NS-60」練り込み繊維について、SEKの消臭加工
マーク認証基準 1)に準拠して消臭性能を評価した。試験袋に

     
図図７７  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」練練りり込込みみ繊繊維維 SSEEMM 画画像像  

     
図図６６  「「ケケススモモンン  NNSS--6600」」加加工工糸糸及及びびわわたた  

                            
  
  
  
  
  
  
  

図図４４  ノノネネナナーールル及及びびテテトトララデデカカンンへへのの消消臭臭性性能能  

  
図図５５  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」後後加加工工不不織織布布のの消消臭臭性性能能  
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消臭繊維 2.4 g を投入し、規定濃度に調製した酢酸ガス又は
アンモニアガスを３L注入し密閉した。その後、25℃におい
て２時間静置し、試験袋内の残存ガス濃度を測定した。空試

験として同様の条件で「ケスモン NS-60」練り込み繊維を入
れない試験袋を準備し、残存ガス濃度を測定した。空試験と

「ケスモン NS-60」練り込み繊維を入れた試験袋の濃度の差
をもとに、式式１１により臭気減少率（％）を算出した。試験結

果を図図８８に示す。「ケスモン NS-60」を練り込み加工した PET
繊維は、酢酸ガスとアンモニアガスに対していずれも臭気減

少率 70％以上を示し、SEK の消臭加工マークの認証基準を
満たした。このように「ケスモン NS-60」は樹脂に練り込み
加工後も高い消臭効果を発揮した。 

 
３３．．４４  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」のの複複合合臭臭にに対対すするる消消臭臭性性能能  
リサイクル PP 樹脂から発生する複合臭に対する「ケスモ

ン NS-60」の性能を評価した。リサイクル PP樹脂を一定重
量に計量し、官能評価用の試験袋に入れた。さらに「ケスモ

ン NS-60」を樹脂重量に対して２wt%となるよう添加し、密
封した状態で 80 ℃で２時間加熱することで臭気成分を袋内
に揮発させた。加熱後、試料を室温に戻し、袋内に発生した

臭気に対して官能評価を行った。また、比較として汎用消臭

剤であるゼオライトを用いて同様にサンプルを調製して評価

した。臭気の強度判定には表表２２の６段階臭気強度表示法を用

い、評価は６人で行った。消臭剤を添加した袋と無添加の袋

（ブランク）の結果を比較することで消臭効果を評価した試

験結果を図図９９に示す。 
消臭剤無添加で臭気強度が５のリサイクル樹脂由来の複

合臭気に対して、ゼオライトを添加したサンプルでは臭気強

度３程度までしか低減できなかったが、「ケスモン NS-60」を
添加したサンプルではリサイクル材料由来の複合臭気を、臭

気強度１まで低減させることができた。この結果から「ケス

モン NS-60」が実際のリサイクル樹脂から発生する特有の複
合臭低減に有効であることが示された。 
 

４４  おおわわりりにに  
各種臭気成分に対して従来の活性炭やゼオライトといっ

た消臭剤よりも高い消臭効果を発現する新規多臭気ガス吸着

剤「ケスモン NS-60」を新たに開発した。本材料を繊維など
に後加工、若しくは各種樹脂に対して練り込むことで高い消

臭効果を付与できる。「ケスモン NS-60」を今後、より多くの
エンドユーザーに利用して頂き、少しでも多くの人々に快適

な生活空間を提供するとともに、リサイクル材料を通じた

SDGsにも貢献できれば幸いである。 
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図図９９  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」ののリリササイイククルル樹樹脂脂臭臭へへのの消消臭臭効効果果  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図８８  「「ケケススモモンン NNSS--6600」」練練りり込込みみ繊繊維維のの消消臭臭性性能能  
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１１  緒緒言言  
電気自動車（EV）や再生可能エネルギーの普及により、リ

チウムイオン電池（LIB）市場は急速に拡大している。LIB は

高いエネルギー密度を持ち幅広い用途で利用されているが、

市場拡大に伴い、リチウム資源の偏在による供給リスクへの

懸念が高まりつつある。そこで、LIB に代わる新たな二次電

池として、リチウムの代わりに資源量が豊富で安価なナトリ

ウムを用いたナトリウムイオン電池（SIB）の実用化が進んで

いる。 

また近年、電池の安全性や高出力・高容量化を追求する中

で、全固体電池が注目されている。全固体電池は、液系電池

の電解質として用いられている有機電解液を、固体電解質に

置き換えた電池（図１）である。高温や低温での電解質の安

定性が高く、発火のリスクや漏洩のリスクを低減でき、安全

性の向上が期待できる。加えて、電池の高出力化や急速充放

電といった特性向上も期待できる１）。しかし、これらの特長

を実現するためには、安定性が高く、かつ、イオンが効率よ

く移動できる固体電解質の開発が不可欠である。このような

背景から、全固体電池の実用化に向けて、硫化物、酸化物や

高分子といった様々な固体電解質が検討されている。その中

でも酸化物系固体電解質は、大気中で安定であり、安全性が

高いという特長がある。 

そこで当社では、無機酸化物であるリン酸ジルコニウムに

着目し、全固体 SIB 向けの固体電解質の開発を進めてきた。

その開発内容について報告する。 

 

２２  高高イイオオンン伝伝導導性性固固体体電電解解質質のの開開発発  
２２．．１１  リリンン酸酸ジジルルココニニウウムム  
リン酸ジルコニウムは、ジルコニウムのリン酸塩化合物

であり、当社では消臭剤や抗菌剤などの様々な用途に展開し

ている。リン酸ジルコニウムには層状の２次元構造を有する

もの（図２（ａ））や NASICON 型と呼ばれる３次元構造を有

するもの（図２（ｂ））がある。その中でも、NASICON 型の

リン酸ジルコニウムはナトリウムイオン伝導性に優れること

が報告されており２）、SIB 向けの固体電解質として有望であ

る。そのため、NASICON 型リン酸ジルコニウムに着目し、そ

の組成および結晶構造を最適化することにより、高イオン伝

導性を有する酸化物系固体電解質（N-IE-101）を開発した

（図３）。そのイオン伝導性およびその他の電気化学特性評

価の結果について以下に紹介する。 

 

 

 

図図１１  液液系系電電池池とと全全固固体体電電池池のの概概略略図図  
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図図２２  （（ａａ））ZZrr((HHPPOO44))22・・HH22OOおおよよびび（（ｂｂ））NNaaZZrr22PP33OO1122

のの結結晶晶構構造造  
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図図３３  NN--IIEE--110011粉粉末末おおよよびび焼焼結結体体のの外外観観  

粉末 焼結体

 

●●全全固固体体ナナトトリリウウムムイイオオンン電電池池向向けけ酸酸化化物物系系固固体体電電解解質質のの開開発発 
DDeevveellooppmmeenntt  ooff  OOxxiiddee--BBaasseedd  SSoolliidd  EElleeccttrroollyytteess  ffoorr  AAllll--SSoolliidd--SSttaattee  SSooddiiuumm--IIoonn  BBaatttteerriieess  

───────────────────────────────────────────────────── 

名取 孝章 
TTaakkaaaakkii  NNaattoorrii  

  

－新製品紹介－ 

Keyword : Sodium-ion battery, Solid electrolyte, Inorganic material, NASICON, Sintering 

 
東亞合成株式会社 名古屋クリエイシオ R＆Dセンター モビリティ研究所 

Mobility Products Research Laboratory, Nagoya Criatio R&D Center, TOAGOSEI CO., LTD. 

東亞合成グループ研究年報 TREND 2026 第29号24




